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 審査結果の要旨
 甲状腺機能亢進症の外科的療法を行う前に抗甲状腺剤を用いての前処置が必顕である。然る
 に之には手術まで一礎時日を要し且つ抗甲状腺剤をもつて庵主かなか諸症状の安定し丘いもの
 がある。この様な場合に,手術に低体温法を飼いることは前処置期間を短縮し,重症例を安全
 に手術しうる可能性がある。著者はこの様な考えから甲状線機能亢進症患者の手術時に低体温
 麻酔を行い,術中術後の経過について観察を行った。
 亙研究対象並びに方法
 研究対象は昭和55年より昭和56年9月まで低体温麻酔下に甲状腺亜全切除を施行した甲
 状腺機能亢進症患者40例(以下低温群)にっき険討した。対照は常温全身麻酔患者50例
 (以下常温群)で,局所麻酔患者117例を参考とした。
 冷却には空冷式循環低温深酔装置を用い,エーテルに依る閉鎖循壌式麻酔を行い,麻酔の維
 持はエーテルを用いた。手術開始時の直腸渥は2Z8～54』℃であった。尚対照の常温全身臨
 麻酬ま低体温麻酔に準じて施行した。
 エおエエおエ
 以上の症例で(1)臨床経過の観察,(2)工摂取率(50分値法),甲状腺工クリアランス
 (、鳥飼氏変法),(4)血清蛋白結合沃度(田坂氏変法),(5〕酸素消費量(メタグレーダー使用)
 に1つき検討した。
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 皿研究成i緩
 低温群の術前基礎代謝率は4～12.4%,平均5R5%,常温群,局麻群の24.2%,i・.
 2巳7%に比し高値である。術前基礎代謝率による重症慶の分類は,軽症14例,中等症16
 例,重症10例である。低温群の直腸温慶別分類は29'・'52℃が51例で,29。C以下は9
 例である。冷却加温中の脈搏変動を,直腸温度毎にその平均値より観察すると,冷却により漸
 次減少し,加温により漸次増加する。更に低温群の脈搏変動を術中時間毎に追究すると,低温
 群では脈簿数は78～68と減少するも安定し,常温群では90附近で低温群に比し不安定で
 ある。術中術後の反応を術後可週間にわたり体温並びに1泳嬉数より観察すると殆んど両群間に
 蓼変は認められない。叉平常脈,平熱に復する日数も両群間に著しい差は認められなかった。
 即ち臨床経過の観察上,術前重症例の多い低温群と軽症例の多い常温群と比較すると,術中脈
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 榑の安定暖は明らかに低温群が良好な結果を示しているが術後は著変は認められない。
ユヨエ
 エ摂取率;手術施行日より5'}可0日前に50分摂取率を求めておき(術前値),術当日
 低濃中摂取率を測定し(術中値)比較した。爾常温群では麻酔中術開始庫前に施行した。低温
 群の術中値は,術前値に比し全例減少し,常温群の術中値は術前値にほy等しい値を示している。
エ エエヨエ
 甲状腺エクリアラソス;工摂取率と同条件下に術前値並びに術中値を求め比較検討すると
 低温群の術中値は全例術前に比し低下を来し,之に反し常温難では術前値,術中値間に培葎はみ
 ヱむよヱぱヱ
 られない。以上工摂取率,甲状腺工.クリアランスの検索結果ぼ低体温によ砂甲状腺の沃度摂
 取機能が高度に抑制されていることを示している。
 血清蛋白結合沃度;術中,術後の血清蛋白結合沃度を術前対照値に比1校すると,低温群に於て
 ぼ低温中には一般に増加するものが多いが,術後6日日頃にはほy術前対照値に近づいた。常温
 群では全麻中や玉減少するが,術後は一定の傾向を示さなかった。血清蛋白結合沃度の低湿中の
 増加は,甲状腺よりの血清蛋白結合沃度の分泌は低下しているにも拘らず,末糟組織の消費量の
 低下に続発する比較的増多と思われる。
 酸素消費量;術中,術後の変動を術前対照値に比較し検討すると,低温中は著明な減少を来し
 常温群の全麻中は軽度減少を来す。術後は両群共術後1日に最高消費量を示し,以後漸減し,術
 後6日には術前対照値よりむしろ低下を来している。
 以上の結果より,低体温法は甲状腺機能に抑制がみられるが,その操作,麻酔蓉理がやや複雑
 で若干の熟練を要するので,総ての機能亢進症に用いられるものではない。しかし特に重症例に
 用いて推奨すべき方法であると考えている。
皿締括
ユヨユエヨエ
 以上の様に著者は手術の際の低体温法を麻酔経過,術后反応,工摂取率・ド甲状腺エクリァ
 ランス,血清蛋白結合沃瞳,酸素消費量等の検索から批判し,その結果,脈鱒からみれ劇民体温群1
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 に変動が少く術後変化も常渥群のそれと差が認められない。叉工摂取率,甲状腺エクリアラ
 ンスにより甲状腺沃度摂取機能を検索した結果は低温群では術中の価は著明な低下がみられる。
 典清蛋白結合沃唆の変動,酸素消費量とも術中に減少を示し、術後もとにかえることをみている。
 これより著者は低体温法は甲状腺機能の抑制を来し,従って甲状腺機能亢進症の重症例では推奨
 すべき方法であると云って居る。
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